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福田　ミサさん

百歳おめでとうございます百歳おめでとうございます

大正14年 11月 15日生まれ
（星鹿・海光園）

西
九
州
自
動
車
道

松
浦
佐
々
道
路
松
浦
Ｉ
Ｃ
・
平
戸
Ｉ
Ｃ
間

開通
12
月
14
日
、
整
備
中
の
西
九
州
自
動
車
道
松
浦
佐
々
道
路
（
19
．
1
㌔
）
の
う
ち
松

浦
Ｉ
Ｃ
・
平
戸
Ｉ
Ｃ
間
（
７
．
５
㌔
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
産
業

と
観
光
振
興
へ
の
支
援
や
防
災
機
能
の
強
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
松
浦
佐
々
道
路
の
平
戸
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
残
区
間
は
、
江
迎
鹿
町
Ｉ
Ｃ
を
経
由
し
て
佐
々

Ｉ
Ｃ
ま
で
の
11
．
6
㌔
と
な
り
ま
す
。

　
開
通
に
先
立
ち
11
月
29
日
に
松
浦

佐
々
道
路
（
松
浦
Ｉ
Ｃ
・
平
戸
Ｉ
Ｃ
間
）

橋
名
板
お
披
露
目
・
感
謝
状
贈
呈
式
が

平
戸
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長
崎

河
川
国
道
事
務
所
が
地
元
の
人
た
ち
に

愛
着
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し

た
も
の
で
、
開
通
区
間
内
の
橋
梁
11
橋

そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ
る
漢
字
表
記
、

平
仮
名
表
記
の
橋
名
板
の
題
字
を
志
佐

小
中
学
校
、
御
厨
小
中
学
校
、
計
19
人

の
児
童
・
生
徒
が
作
成
。

当
日
は
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
長
と

市
長
よ
り
児
童
・
生
徒
へ
感
謝
状
と
橋

名
板
の
レ
プ
リ
カ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
自
ら
の
手
で
直
筆

の
橋
名
板
を
設
置
し
、
う
れ
し
そ
う
な

表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▲橋名板

　
開
通
式
典
は
、
長
崎
県
選
出

国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
や
建
設

に
際
し
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ

た
貴
重
な
土
地
を
ご
提
供
い
た

だ
い
た
地
権
者
の
皆
さ
ま
、
そ

の
他
関
係
者
が
出
席
さ
れ
、
盛

会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
太
鼓
（
北
松
農

業
高
等
学
校

　
権ご
ん
げ
ん現

太
鼓
部
）、

よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
（
北
松
Ｚ
）

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披

露
さ
れ
、
開
通
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　
式
典
後
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
、
物

流
ト
ラ
ッ
ク
や
救
急
車
、
消
防

車
な
ど
が
通
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。
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唐津東中学校　鷹島出身
坂本　大河さん（3年）

第 44回全九州珠算選手権大会
中学生の部（読上算）優勝

九州文化学園高等学校　御厨出身
谷村　哲平さん（3年）

第 104 回全国高等学校サッカー
選手権大会出場

日本跆拳道協会
長崎佐々テコンドークラブ所属
岡島　みゆさん（志佐中３年）
岡島　涼雅さん（志佐中 1年）
一ノ瀬栞菜さん（志佐中 1年）

第 36回全日本フルコンタクト・テコ
ンドー選手権大会同等記録会出場

氏山　昌明さん

第８回スポーツ皿回し全国大会
個人総合優勝

▲写真左から一ノ瀬さん、岡島　みゆさん、
　岡島　涼雅さん


